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平成 19年度福井大学一日遊学における企画実施報告
一機械工作体験『触ってみよう最新工作機械(メダルとキーホルダー製作)~ー
福井大学工学部技術部第一技術室
嶋崎喜代治川町原秀夫*1 川崎孝俊ホ1 峠 iE範*1 新川真人町
問中義樹*3 三村秀隆句斎藤皆、昭*3 印牧知庚*3 幸川光雄吋
福井大学文京キャンパス 日遊学において，先端科学技術育成センター・テクノアド、パイザーの指導の下，
第 技術室の企画として先端科学技術育成センターに配備されている最新鋭工作機械及び3D-CAD/CAMを
活用した2種類のモノづくり体験を実施した
1実施方法
当初，当日訪れた参加者全員による企画参加を想定していた しかしながら， 相当数の参加者が予想され，
また実際に体験してもらうためには 1参加者につきおよそ 10分は必要である そのため， 当日受付を行い，
先着40組程度に実際に体験してもらうこととしたまた，体験できない来訪者に対しては記念品を事前に用
意し，先端科学技術育成センターの見学後に手渡すことによ
り対応した-
2参加者による製作品
(1)メダル
真鍛丸棒をCNC複合旋盤(iNTEGREX100-illS，ヤマザキ
マザック(株))により，所定の形状 (外径50mm，高さ 8mm，
上面に R130mmの曲面を有する凸型形状)まで加工した後，
立形 5軸7 シニングセンタ (LX-O5AX， (株)松浦機械製作
所)により曲面上に参加者のイ二、ンヤノレを彫ることにより作
成したまた，イニシヤノレを彫る際のNCデータはGibbsCAM
(Gibbs and Associate社)により参加者ごとに作成した さ
らに，ポスト出力された NCデータをVERICUT(CGTech社)
参によりシミュレーションを実施し， NCデークの検証を実施
した.参加者には主にサイクノレスター トボタンを押してもら
い，その際の NC工作機械の動作状況 (工具の動き，加工速
度)を見てもらった
(2) キーホルダ
SS400鋼板 (厚さ 1.2mm)を3次元レーザ加工機 (SPACE
GEAR-U44，ヤマザキ7 ザック(株))により，表面に模様を焼
き付けた後，所定の形状に切断することにより作成した 参
加者にはレーザにより切断する様子を見学してもらった
3当日の状況と反省
本企画への参加総数はおよそ 100名であった。参加者の年
齢層は比較的低く，特に小学生が多かった.さらに，企業で
エンジニアとして従事している参加者もあり，専門的な質問
も受けた.当初予想していた以上の盛況であり ，担当者らと
しては当日までの準備にかかった労力が報われる思いであっ
た.
今年度の実施状況から，今後への反省点として以下の 2つ
が主に挙げられる
(a) 企画に直接参加できなかった来訪者へのケア
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(c)レーザ加工機による加工
園1使用した最新鋭工作機械
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折角楽しみにしていた来訪者に対してj 人数の制
約から参加を断ったという状況が多く塾生した こ
れは主に初期段階でのアナウンス不足に原因がある
また，参加できなかった来訪者はセンターの且学と
いう形で対応したが，その場合は個別に対応せざる
を得なかったため受付に担当者が不在になる時間帯
が生じ。そのためセンターに入ることなく去らざる
を得ない来訪者がいた さらに，専門的な知識を有
する来訪者への対応はテクノアドバイザーがするべ
きであるがj いずれも企画中は加工指導に従事して 園2製作したメダルとキ ホールダ
いるため，十分な応対が困難であった
(b) 安全性の確保
個別の参加者に対する安全という点においては細心の注意を払っており t その点は十分に違成している
と考える しかしながら，多くの参加者を得たことによりセンター内及び工作機構周辺に参加者があふれ
るという状況も晃生した これは安全空間の確保という車において今桂の重大な課題であると考えられ。
世年度以降の企画実施においてはこの点を十分に検討する必要がある
(a)CNC複合瞳盤の操作 (b)立形5軸マシニングセンタの説明
(c)レ ザ加工機へのワーク取付 (d)NCデー タの検E
園3参加者による工作体験の織子
4まとめ
参加者の多くは， 最新鋭工作機械を見たことも触れたこともなく I また実際に金属製品を製作した経験
もない 今回の企画を過して，実際にモノが作られる流れを体験L-.科学技術に一人でも多くの子供が興
味を持つことができたのであれば，それは担当者らにとってこの上ない喜びである 方，担当者間で今
回の結果を精査し，事前により綿密な打ち合わせを行い1 参加者がより満足度を得られる企画を実施しな
ければならない
大学の成果を地域社会に還元することは我々の責務であり，今佳もこのようなそノづくり体験企画を通
して，地壊社会の発展に努めていきたい
